




























































The cooperation with the many types of job of public health nurses in maternal 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































活 性 化 の キ ー
パーソン
①　形成時と同じメンバー全員。
②　スタッフ全員
③　地域保健：民生児童委員、学校保健：養護教諭、事例により校長
活性化の関わり
方
① 　多機関につなぐ際には、職種間の連携の部分をしっかりする。例えば、情報の提供を
する場合には、健診受診時の内容、健診後フォロー時の教室、相談時の児の行動・反
応・発達の様子などの伝えて、園や学校での支援や関わり方につなげる。
②　お互いのフォローをし合う
① 　連携をとり、とぎれない支援を高める。
②　保護者と学校の関係を損ねないように、学校のフォローをする
③　専門多職種からなる連携システムが独立した部署になっているという事。
④ 　起動時の原動力となったキーパーソンが独裁者になると視野の狭い活動となるため、
形成後はスタッフ全員が引っ張る存在となる。
⑤ 　どんな小さな内容でも集まって協議を重ねる事。
⑥ 　たとえ人事異動があったとしても、最初はもちろん業務内容や役割、連携・ネット
ワーク組織等について、勉強しなくてはならないが、その時に周囲の人がその人をサ
ポートする。引継ぎが重要。
ネットワー
クの成果
住民側・担当者
側の成果
①　役割の明確化。
② 　ネットワークの基盤が既に出来ているため、発達障害支援以外の業務内容についても
連携しやすくなった。
① 　同じ所属課にそれぞれの専門職がいるため、お互いの風土や文化、言語を伝え合う事
ができる。
② 　以前のように、困難さを持っている住民をたらい回しする事はなくなった。
① 　システム化されているため担当者が変わっても、同じ連携が継続できる。
② 　保健師・保育士・教諭自身が必要性を感じているため行政と学校の間に縦割りの壁を
感じることなく連携できるようになった。
③　新たなマンパワー（担任の先生）を確保できるようになった。

